
定
価
五
、
五
〇
〇
円

　
　
　

（本
体
五
、
〇
〇
〇
＋
税
一
〇
％
）

A
5
判
上
製
カ
バ
ー
装　

二
〇
二
三
年
三
月
刊　

本
文
三
九
二
頁　

図
版
一
六
頁

IS
B
N

　

978-4-8055-0970-8 　

C
3021

伝
世
洋
剣

　

水
口
レ
イ
ピ
ア
の
謎
に
挑
む

そ
れ
は
日
本
製
の

「洋
剣
」
な
の
か
？

滋
賀
県
甲
賀
市
の
神
社
に
伝
わ
る
一
振
り
の
長
剣
、
水
口
レ
イ
ピ
ア
。

　
　
美
術
史
・
理
化
学
・
文
献
史
の
研
究
者
が
多
角
的
な
視
点
か
ら
、

　
　
　
　
東
洋
と
西
洋
が
交
差
し
た
大
航
海
時
代
に
誕
生
し
た
比
類
な
き
伝
世
品
の
実
像
に
迫
る
。

小
林
公
治 

編

(

東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員)

み
な
く
ち

小
林
公
治
（
東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員)…

物
質
文
化
史
、
対
外
文
化
交
流
史

伊
藤
誠
之  （
甲
賀
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課)…

日
本
近
世
史

永
井
晃
子
（
甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館)

　…

文
化
財
学

池
田
素
子
（
京
都
国
立
博
物
館
）…

文
化
財
保
存
科
学

鳥
越
俊
行
（
東
京
国
立
博
物
館
）…

保
存
科
学

末
兼
俊
彦
（
京
都
国
立
博
物
館
）…

日
本
金
工
史

原
田
一
敏
（
ふ
く
や
ま
美
術
館
）…

日
本
工
芸
史
・
刀
剣
史

末
次
由
紀
恵
（
栗
東
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
文
化
財
調
査
課
）…

考
古
学

Pierre Terjanian

（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）…

西
洋
武
器
武
具
史

Ulrike Körber

（
リ
ス
ボ
ン
新
大
学
）…

工
芸
文
化
交
流
史
　

各
界
気
鋭
の
研
究
者
が
集
結
。
洋
剣
の
謎
に
迫
る
！

加藤嘉明画像（藤栄神社像）

（
掲
載
順
）
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お取り扱いは

定価 3,520 円 ( 本体価 3,200 円＋税 10%)

四六判上製カバー装　本文 214頁　口絵 8頁
ISBN 978-4-8055-1501-3

美術史研究の世界でタブー視されてきた、
美術作品をめぐる「鑑定」の入門書。
観るべきポイントを丁寧に解説。

鑑定学への招待
杉本欣久（東北大学准教授）　著

目　
　
次

明治浮世絵師列伝

定価3,850 円 ( 本体価 3,500 円＋税 10％)

四六判上製カバー装　本文 266頁　口絵 8頁
ISBN 978-4-8055-1502-0

浮世絵が過去のものとなりゆく時代を
生きた「最後の浮世絵師」たち。
その百花繚乱の姿。

菅原真弓（大阪公立大学教授）　著

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
水
口
レ
イ
ピ
ア
」
研
究
事
始
め

　
　
　
　

―

こ
の
研
究
が
始
ま
っ
た
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
・
目
的
と
、
本
書
の
構
成
（
小
林
公
治
）

　
　
㈠
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
存
在
と
調
査
研
究
の
経
緯

　
　
㈡
水
口
レ
イ
ピ
ア
を
研
究
す
る
目
的
と
意
義

　
　
㈢
本
書
の
構
成
と
担
当

第
一
部　
実
像
と
伝
世

　
第
一
章　
藤
栄
神
社
に
伝
わ
る
洋
剣
と
加
藤
嘉
明
（
伊
藤
誠
之
）

　
　
は
じ
め
に

　
　
㈠
藤
栄
神
社
の
刀
剣
二
つ

　
　
㈡
加
藤
嘉
明
と
い
う
人
物

　
　
㈢
加
藤
家
の
刀
剣

　
　
お
わ
り
に

　
第
二
章　
十
字
形
洋
剣
か
ら
「
水
口
レ
イ
ピ
ア
」
へ

　
　
　
　
　
　

―

戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
と
概
要―

（
永
井
晃
子
）

　
　
㈠
十
字
形
洋
剣
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
（
昭
和
二
十
年
代
）

　
　
㈡
水
口
町
志
編
さ
ん
事
業
（
昭
和
三
十
年
代
）

　
　
㈢
文
化
庁
に
よ
る
文
化
財
集
中
地
区
特
別
調
査
（
昭
和
四
十
年
代
）

　
　
㈣
水
口
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
の
寄
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
）

　
　
㈤
水
口
城
資
料
館
に
お
け
る
展
示
以
降
（
平
成
三
年
か
ら
現
在
ま
で
）

　
　
㈥
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
外
観
と
特
徴

第
二
部　
調
査
と
分
析

　
第
三
章　
柄
と
鐺
様
金
具

　
　
㈠
柄
の
素
材
と
ネ
ジ
留
め
構
造
の
発
見 （
池
田
素
子
・
鳥
越
俊
行
）

　
　
㈡
製
作
工
人
の
推
定
（
末
兼
俊
彦
）

　
　
㈢
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ
に
よ
る
柄
部
分
の
３
Ｄ
模
型
製
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
活
用
（
鳥
越
俊
行
）　

　
第
四
章　
剣
身

　
　
㈠
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
剣
身 （
原
田
一
敏
）

　
　
㈡
刃
部
幾
何
学
文
の
謎
（
末
次
由
紀
恵
）

　
　
㈢
剣
身
の
柄
へ
の
組
み
込
み
構
造
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
素
材 （
池
田
素
子
・
鳥
越
俊
行
）　

　
第
五
章　
鞘

　
　
㈠
洋
剣
の
漆
塗
鞘
（
池
田
素
子
）

　
　
㈡
日
本
の
鞘
か
ら
見
る
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
鞘
（
末
兼
俊
彦
）

　
第
六
章　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
レ
イ
ピ
ア
と
水
口
レ
イ
ピ
ア

　
　
　
　
　

 ―

製
作
地
と
時
期―

（
ピ
エ
ー
ル
・
テ
ル
ジ
ャ
ニ
ア
ン
）

　
　
は
じ
め
に

　
　
㈠
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
レ
イ
ピ
ア
と
は

　
　
㈡
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
記
載

　
　
㈢
検
討

　
　
結
論

　
第
七
章　
水
口
レ
イ
ピ
ア
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
造
ら
れ
た
の
か

　
　
　
　
　
　

―

製
作
工
程
の
復
元
と
製
作
者
の
検
討―

 （
小
林
公
治
）

　
　
㈠
前
提
と
な
る
考
え
方

　
　
㈡
剣
身
と
柄
と
の
関
係
性

　
　
㈢
十
七
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
け
る
ネ
ジ
の
位
置

　
　
㈣
剣
身
、
鞘
の
製
作
工
程
と
手
順

　
　
㈤
柄
の
製
作
手
順
と
剣
身
へ
の
組
み
込
み
工
程
、
柄
製
作
者
の
推
定

　
　
㈥
製
作
者
、
全
体
工
程
を
統
括
管
理
し
た
の
は
誰
な
の
か

『芸術選書』刊行スタート！
～美術史・建築史分野で普遍性のあるテーマを専門性を担保しつつ、専門家と読者を架橋する～

「偽」の実態と「観察」による判別

「真」か「偽」か — 　江戸から明治へ —

第
三
部　
歴
史

　
第
八
章　
レ
イ
ピ
ア
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か

　
　
　

―

十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
の
史
資
料
に
見
え
る
洋
剣―

（
小
林
公
治
）

　
　
は
じ
め
に　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
レ
イ
ピ
ア
は
ど
う
し
て
日
本
人
の
手
に
渡
っ
た
の
か

　
　
㈠
天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
贈
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
剣

　
　
㈡
天
正
遣
欧
少
年
使
節
が
持
ち
帰
っ
た
長
剣
の
行
方

　
　
㈢
ス
ペ
イ
ン
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
レ
イ
ピ
ア
、

　
　
　
　
　
　
描
か
れ
た
レ
イ
ピ
ア
、
出
土
し
た
レ
イ
ピ
ア

　
　
㈣
ノ
サ
・
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
ダ
・
グ
ラ
サ
号
（
マ
ー
ド
レ
・
デ
・
デ
ウ
ス
号
）
事
件

　
　
㈤
一
六
〇
九
年
（
慶
長
十
四
）
の
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遭
難
を
契
機
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
と
伊
達
政
宗
の
関
係

　
　
㈥
「
一　
な
ん
ば
ん
人
の
劔　
七
腰
」

　
　
㈦
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
が
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
国
内
で
の
レ
イ
ピ
ア

　
　
㈧
一
六
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係

　
　
㈨
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
側
に
よ
る
タ
イ
で
の
朱
印
船
攻
撃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
人
船
員
の
連
行
に
起
因
す
る
外
交
関
係
修
復
の
試
み

　
　
㈩
暹
羅
（
タ
イ
）
国
か
ら
の
剣
の
方
物
に
つ
い
て

　
　
お
わ
り
に

　
第
九
章　
加
藤
嘉
明
の
人
間
関
係

　
　
　

―

水
口
レ
イ
ピ
ア
は
誰
が
命
じ
、
誰
が
製
作
し
た
の
か―

（
永
井
晃
子
）

　
　
㈠
加
藤
嘉
明
と
そ
の
主
君

　
　
㈡
嘉
明
と
同
時
代
を
生
き
た
武
将
・
公
家

　
　
㈢
伊
予
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
嘉
明

　
　
㈣
嘉
明
の
家
族

　
　
㈤
婚
姻
関
係
に
よ
る
縁
戚

　
　
㈥
本
阿
弥
家
と
そ
の
周
辺

　
　
㈦
水
口
レ
イ
ピ
ア
製
作
当
時
の
背
景

　
　
お
わ
り
に

　
第
十
章　
双
頭
鷲
文
様

　
　
　

―

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
水
口
レ
イ
ピ
ア
の
由
来
、
発
注
者
、

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
所
有
者
を
探
る
糸
口
と
な
る
の
か―

（
ウ
ル
リ
ケ
・
ケ
ル
バ
ー
）

　
　
は
じ
め
に

　
　
㈠
鷲
お
よ
び
双
頭
鷲
シ
ン
ボ
ル
の
長
期
的
な
あ
り
様

　
　
㈡
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
　
㈢
イ
ン
ド
に
お
け
る
双
頭
の
鳥
文
様

　
　
ま
と
め

　
エ
ピ
ロ
ー
グ　
水
口
レ
イ
ピ
ア
が
語
る
意
味
、
残
さ
れ
た
謎
（
小
林
公
治
）

　
　
各
章
の
総
括

　
　
水
口
レ
イ
ピ
ア
と
は

　
　
本
書
の
締
め
く
く
り
に
あ
た
っ
て

　
　
引
用
参
考
文
献

　
　
図
版
出
典
一
覧

　
　
執
筆
者
一
覧

　
　
　
　
　

さまざまな専門的見地から「水口レイピア」が提起する謎に挑む
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